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・
・
・
８
月
29
日（
日
）
９
時
00
分
・
・

・
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の
地
震
発
生
・
・
・
・
・

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
備
え
、
町
で
は
毎
年
総
合

防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、菅
原
小
学
校
に
お
い
て
、そ
の
区
域
住
民
、

消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
防
災
関
係
機
関
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
会
場
で
は
、
各
種
訓
練
の
体
験
を
通
じ
て
、
災
害
に
対
す
る
行
動
力

を
高
め
ま
し
た
。

命
と
財
産
を

　
守
る
志
は
高
く

あ
な
た
の
避
難
所
は
ど
こ
で
す
か
？

１
年
に
１
回
は
家
族
で
確
認
し
あ
い
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　
環
境
安
全
課
自
治
安
全
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
２
２
７―

６
０
５
１

❶
〜
❼
拠
点
避
難
所
　
食
料
品
や
生
活
用
品
が
備
蓄

し
て
あ
り
、
避
難
者
の
一
時
的
な
避
難
生
活
が
可

⑧
〜
⑭
一
時
避
難
所
　
拠
点
避
難
所
へ
移
動
す
る
た

め
の
一
時
的
な
避
難
所
。
災
害
規
模
に
よ
り
そ
の
ま

ま
避
難
所
と
し
て
利
用
可

拠
点
避
難
所
の
主
な
備
蓄
品

【
食
料
品
】
ア
ル
フ
ァ
ー
米
、
保
存
用

と
ん
汁

【
生
活
用
品
】
毛
布
、
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
鍋
、
や
か
ん
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
懐
中
電
灯
、

携
帯
ラ
ジ
オ

【
そ
の
他
】
簡
易
担
架
、
救
助
用
工
具
、

非
常
用
バ
ケ
ツ
、
発
電
機
、
投
光
器
、

組
み
立
て
式
ト
イ
レ
、
折
り
た
た
み

リ
ヤ
カ
ー
、
赤
外
線
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

５
町
本

―

３―

１

（
☎

４
２

８

０

４
８
０

）

本町4・5丁目、若松町、白山町、三納、位
川、太平寺、堀内、田尻町、郷町、蓮花寺
町、柳町

・

４
荷
稲

―

８
２
１

（
☎

４
２

８

１
０
２
３

）

本町6丁目、稲荷、堀内、三日市町、二日
市1丁目、二日市町、徳用町、長池、押越、
野代、御経塚

・

町
原
菅

20―

１

（
☎

４
２

６

６
６
０
６

）

本町2・3丁目、高橋町、扇が丘、住吉町、
菅原町、矢作

・

中
林
５―

70

（
☎

４
２

６

４
３

０
８

）

上林、中林、末松、藤平、清金、下林、新
庄、粟田、藤平田

・

３
野
押

―

71

（
☎

４
２

８

２
２
６
０

）

本町1丁目、若松町、横宮町、押野

・

０
０
３
納
三（☎

４
２

６

０

５
１
１

）

本町5丁目、扇が丘、住吉町、菅原町、白山
町、三納、藤平、位川、上林、中林、末松、清
金、下林、新庄、粟田、藤平田、矢作、太平寺

・

２
野
押

―

０
０
１

（
☎

４
２

８

０

９
３
０

）

本町1～4・6丁目、若松町、横宮町、高橋町、稲荷、堀
内、田尻町、三日市町、二日市1丁目、二日市町、徳用町、
郷町、蓮花寺町、柳町、長池、押野、押越、野代、御経塚

・

⑧
町
民
体
育
館
　
下
林
３
–
97

☎
２
４
８
–
１
２
２
３

⑨
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　
押
野
２
–
30

☎
２
９
４
–
５
５
１
１

⑩
交
遊
舎
　
二
日
市
１
–
２

☎
２
９
４
–
８
１
６
６

⑪
中
央
公
民
館
　
本
町
２
–
１
–
20

☎
２
４
８
–
０
５
２
１

⑫
郷
公
民
館
　
田
尻
町
94

☎
２
４
８
–
０
２
５
０

⑬
青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
住
吉
町
17
–
10

☎
２
４
６
–
０
２
５
０

⑭
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

本
町
１
–
２
–
50
　
電
話
な
し

❶
野
々
市
小
学
校

❷
御
園
小
学
校

❸
菅
原
小
学
校

❹
富
陽
小
学
校

❺
館
野
小
学
校

❼
布
水
中
学
校

❻
野
々
市
中
学
校

野々市交番

扇が丘幼稚園

文化会館フォルテ

157

電気店

女性センター
グラウンド
御園小

157

G
S

川
吉
住

GS

菅原団地 鉄
陸
北

道
線
川
石

野々市南交番

用
樫
富

水

富奥公民館

コンビニ

呂
木
川

布水中学校

押野公民館押野公民館

157

GSコンビニ

野々市
消防署

川
呂
木

中学校
駐車場

野々市町役場

GS

スーパー

美容院

川
呂
木

ゲーム
センター

157

災害時の
身近な情報は
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鉄
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活
動
は

　

み
ん
な
で

　
　
　

地
道
に

　近くの住民が集って災害図上訓練を行いました。自分の住むまちの地図に災
害時に危険な場所、役立つ施設や人材、援護が必要な世帯などを書き込んでい
きます。災害発生日時を決めて、どのように安全に避難するか、どうすれば町
内全ての住民の命を守れるか話し合いました。

　

地
震
が
起
き
た
ら
机
の
下
な

ど
へ
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、

ガ
ス
栓
、
水
道
の
蛇
口
を
し
め

て
避
難
の
準
備
を
。

　

避
難
の
前
に
は
、
必
ず
電
気

の
ブ
レ
ー
カ
ー
も
落
と
し
ま

し
ょ
う
。
漏
電
に
よ
る
火
災
を

防
ぎ
ま
す
。

　

コ
ン
ロ
の
鍋
か
ら
火
が
出
た

時
は
、
大
き
な
タ
オ
ル
を
水
に

濡
ら
し
て
、
ゆ
っ
く
り
火
元
を

覆
い
か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

消
火
器
は
一
家
に
一
台
は
備

え
、
点
検
も
。
ホ
ー
ス
を
し
っ

か
り
持
っ
て
か
ら
、
ピ
ン
を
抜

い
て
く
だ
さ
い
。

　

一
刻
も
早
い
心
肺
蘇
生
を
。

心
臓
停
止
か
ら
３
分
、
呼
吸
停

止
か
ら
10
分
で
死
亡
率
は
５
割

を
超
え
ま
す
。

　

被
災
地
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
来
ま
す
。
迅
速
な
受

け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

ほっとＨＯＴメールののいち
　町は防災、防犯・交通
安全、生活情報をメール
で配信しています。
　登録・申し込みはこの
ＱＲコードからできます。

あ
な
た
の
避
難
所
は
ど
こ
で
す
か
？

１
年
に
１
回
は
家
族
で
確
認
し
あ
い
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
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避
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な
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。
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模
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用
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、
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、

非
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投
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４
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８
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４
８
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８
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４
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４
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６
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３
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押

―

71

（
☎

４
２

８

２
２
６
０

）

本町1丁目、若松町、横宮町、押野

・

０
０
３
納
三（☎

４
２

６

０

５
１
１

）
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・

２
野
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―

０
０
１

（
☎

４
２

８

０

９
３
０

）

本町1～4・6丁目、若松町、横宮町、高橋町、稲荷、堀
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郷町、蓮花寺町、柳町、長池、押野、押越、野代、御経塚
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町
民
体
育
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下
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３
–
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２
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８
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２
２
３

⑨
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ン
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２
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２
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６
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２
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❶
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学
校

❷
御
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学
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❸
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❹
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❺
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❼
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❻
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ゲーム
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災害時の
身近な情報は



What’s  Gisborne
ギズボーンってどんなところ？

　ニュージーランドの北島の北東部で、東海岸沿いに位置す
る。面積は 8,265km（兵庫県と同じくらい）で、人口は約
44,500 人。
　18 世紀にジェームズ・クックがニュージーランドを探検
した際に、一番最初に上陸した地として伝えられている。国
際日付変更線に最も近いことから、「世界一早く日の出が見
られるまち」でもある。
　日本と同じ島国で、四季があり、自然が豊かなニュージー
ランド。その中で、人口がほぼ同じ・キウイフルーツの生産
が盛ん・町花木ツバキの育成に適した気候など、町との共通
点を持つギズボーン市が姉妹都市として選ばれた。

★ギズボーン

�

海
を
越
え
た

20
年
目
の
姉
妹
都
市
は
、

今
年
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

「
キ
オ
ラ
！
」
と
迎
え
て
く
れ
た
。

※
キ
オ
ラ
…
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民
・
マ
オ
リ
の
言
葉
で
「
こ
ん
に
ち
は
」



　
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
生
演
奏
が
流

れ
る
な
か
式
典
が
始
ま
り
、
フ
ー

ン
市
長
や
粟
町
長
、
そ
の
ほ
か
来

賓
の
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
、
お
互

い
に
20
周
年
を
祝
う
記
念
品
を
交

換
し
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
日
展

作
家
・
村
井
良
樹
町
美
術
文
化
協

会
長
の
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
を
贈
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
中
学
生

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
と
い
う
同
校
生
徒
に

よ
る
迫
力
い
っ
ぱ
い
の
マ
オ
リ
の
歌
と
踊
り

が
披
露
さ
れ
た
後
、
マ
オ
リ
の
長
や
フ
ー
ン

市
長
、粟
貴
章
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
派
遣
団
の
中
学
生
が
日
本
の
流
行
曲

「
桜
の
栞し

お
り」
を
お
返
し
と
し
て
歌
い
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
ご
ろ
、
訪
問
団
が
記
念
式
典
の

会
場
と
な
る
リ
ト
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
講

堂
を
訪
れ
る
と
、
フ
ー
ン
市
長
夫
妻
を
は
じ

め
、
地
元
の
市
議
会
や
商
工
会
、
姉
妹
都
市

委
員
会
、
リ
ト
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
関
係
者
、

そ
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
な
ど
、
約

１
４
０
人
か
ら
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

　
姉
妹
都
市
と
し
て
親
交
を
深
め
て
き
た
こ

の
20
年
。
交
互
に
生
徒
を
派
遣
し
合
い
、
世

界
に
羽
ば
た
く
若
者
の
成
長
を
と
も
に
見

守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
20
年
目
の
今
年
は
、
17
人
の
中
学
生
派
遣

団
に
加
え
、
一
般
町
民
か
ら
20
周
年
記
念
訪

問
団
員
を
募
り
、
総
勢
29
人
が
ギ
ズ
ボ
ー
ン

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
８
月
16
日
㈪
午
後
３
時
、
ギ
ズ
ボ
ー
ン
市

内
に
入
る
と
、
訪
問
団
一
行
の
バ
ス
に
い
き

な
り
一
人
の
男
性
が
乗
り
込
ん
で
き
ま
し

た
。
よ
く
見
る
と
メ
ン
・
フ
ー
ン
市
長
で
し

た
。ギ
ズ
ボ
ー
ン
市
で
最
初
に
会
っ
た
人
が
、

な
ん
と
市
長
で
し
た
。
リ
ト
ン･

ハ
イ
ス

ク
ー
ル
の
敷
地
内
に
あ
る
、
先
住
民
マ
オ
リ

の
集
会
所
で
あ
る
「
マ
エ
ラ
」
に
案
内
さ
れ
、

歓
迎
の
儀
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
式
で
は
、

町
・
ギ
ズ
ボ
ー
ン
市
姉
妹
都
市
提
携
20
周
年

友
好
訪
問
派
遣
団
（
８
月
14
～
21
日
）

People to people contact 
makes the difference

人と人の繫がりは世界を変える。

姉妹都市提携 20 年のあゆみ
昭和63年　
11月19日～30日	 	ニュージーランドへ現地

調査のため職員を派遣
平成	2年
3月30日	 	ギズボーン市にて協定書

に調印。西尾町長訪問
平成３年
7月31日～8月3日	 	ギズボーン市長夫妻ら使

節団を招致。じょんから
まつりなどに参加

平成	4年
３月21日	 	町国際友好親善協会発足
８月３日～10日	 	西尾町長夫妻ら使節団が

ギズボーン市を訪問し、
ののいちフェアを開催。
初めて町内中学生を派遣
し、現地学生と交流

平成5年
7月19日	 	ギズボーン市出身の英語

指導助手を招致
9月7日～11日	 	ギズボーン市学生友好訪

問団が町内中学校を訪
問。以降、交互に学生が
訪問する生徒間交流が始
まる

平成12年
11月11日～18日	 	姉妹都市提携10周年。

安田町長夫妻が訪問。ギ
ズボーン市で記念式典が
開かれる

平成17年
4月22日～25日	 	ギズボーン市長夫妻が

来訪。「野々市町合併50
周年記念式典」に出席

11月15日～22日	 	安田町長夫妻がギズボー
ン市を訪問。ギズボーン
市50周年記念式典に出
席

平成22年
8月14日～21日	 	姉妹都市提携20周年。

粟町長夫妻が訪問。ギズ
ボーン市にて記念式典が
開かれる

�

→18日のギズボーン市の新聞に記念式典
の様子が載りました

が
お
世
話
に
な
る
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
10
家
族
に

も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　
リ
ト
ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
生
徒
に
よ
る
歌

と
踊
り
が
再
度
披
露
さ
れ
、
派
遣
団
の
中
学

生
も
、
今
度
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
人

気
の
あ
る
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
な
ど
日
本

の
ア
ニ
メ
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
粟
町
長
夫
妻
と
フ
ー
ン
市
長
夫

妻
に
よ
る
記
念
の
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、さ
ら
な
る
友
好
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。



 

海
外
研
修
を
お
え
て布

水
中　

管
原　

綾
女

　

海
外
研
修
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
私
は

学
び
、
体
験
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
２
度
目
の
海
外
で
し
た
。
け

れ
ど
、
最
初
に
行
っ
た
時
の
何
倍
も
不
安

で
し
た
。
私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ん
て
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、
英
語
は
好
き
だ

け
れ
ど
実
際
に
自
分
と
相
手
が
い
る
と
、

会
話
と
し
て
成
り
立
つ
か
心
配
で
し
た
。

大
勢
の
人
の
前
で
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
た

こ
と
だ
っ
て
、
今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。
海

外
へ
行
く
前
は
、
と
に
か
く
心
配
事
ば
か

り
で
し
た
。け
れ
ど
、実
際
に
現
地
に
行
っ

て
、
そ
こ
の
人
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
し
て

み
る
と
だ
れ
も
が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
ギ
ズ
ボ
ー
ン
で
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に
会
っ
た
時

も
同
じ
で
し
た
。
と
て
も
あ
た
た
か
く
私

た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
日

か
ら
私
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
そ

う
じ
ゃ
な
い
ほ
か
の
友
達
に
も
積
極
的
に

話
し
か
け
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
英
語
が

上
手
で
は
な
く
て
も
手
ぶ
り
な
ど
で
相
手

は
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。
心

配
し
て
い
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
英
会
話
は

と
て
も
楽
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
英

語
の
ス
ピ
ー
チ
も
、
と
て
も
緊
張
し
た
け

れ
ど
一
緒
に
研
修
に
行
っ
た
友
達
が
励
ま

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
が
ん
ば
れ
ま
し

た
。

　

私
は
海
外
研
修
で
本
当
に
た
く
さ
ん
の

事
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
か
ら
飛
び
こ
ん

で
い
く
積
極
性
、
友
達
が
ど
れ
だ
け
す
ば

ら
し
い
存
在
か
、
あ
い
さ
つ
と
笑
顔
の
大

切
さ
な
ど
数
え
き
れ
な
い
程
で
し
た
。
自

分
が
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
生
活
に
生
か

し
て
、
見
て
き
た
も
の
を
た
く
さ
ん
の
人

に
伝
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
出
来
事

野
々
市
中　

柳
原　

銀
介

　

僕
は
、
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業

に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
理
由
は
、
以
前
の
僕
は
英
語
な

ん
て
大
嫌
い
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
外
国
人
と
触
れ
合
っ
た
り
、
外
国
の

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、
言
葉
が
通
じ
な

く
て
大
変
困
り
ま
し
た
。
英
語
に
興
味

が
な
い
僕
で
す
が
、
英
語
が
話
せ
た
ら

も
っ
と
楽
に
た
の
し
く
過
ご
せ
る
の

に
!!
と
思
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
と
て
も
壮
大

な
国
で
ギ
ズ
ボ
ー
ン
は
大
き
な
町
な
の

に
、
な
ぜ
か
雰
囲
気
が
野
々
市
町
に
似

て
い
ま
し
た
。

　

僕
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
、ダ
ン
カ
ン
・

チ
ザ
ム
君
の
お
宅
で
し
た
。
彼
の
家
族
は

皆
と
て
も
優
し
く
も
て
な
し
て
く
れ
て
、

僕
は
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
僕
は
皆
に
、手
品
を
披
露
し
ま
し
た
。

自
分
の
家
族
に
手
品
を
し
て
も
喜
ん
で
も

ら
え
な
い
の
に
、
ダ
ン
カ
ン
の
マ
マ
は
、

「
ワ
ン
ダ
フ
ル
!!
」
と
言
っ
て
ハ
グ
し
て

く
れ
ま
し
た
。と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
に
、
キ
ウ
イ
や
リ
ー
フ
の
絵
柄
の
つ

い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ウ
ー
ル
の
手
編

み
の
セ
ー
タ
ー
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

ま
し
た
。
僕
の
た
め
に
編
ん
で
く
れ
て
い

た
の
で
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
ダ
ン
カ
ン
の
家
族
に
、
招
き
猫
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
英
語
が
で
き

な
い
の
で
「T

his is cat. H
appy com

e 
com

e

」
と
言
っ
て
福
が
来
る
真
似
を
し

た
ら
「
Ｏ
Ｋ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ケ
ン
玉
、
だ
る
ま
落
と
し
な
ど
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ダ
ン
カ
ン
の
弟
の
ク

レ
イ
グ
が
、
ケ
ン
玉
を
大
変
気
に
入
っ
て

く
れ
、
い
つ
ま
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
し
た
。
皆
が
よ
そ
見
し
て
い
る
間
に
、

玉
を
の
せ
ま
し
た
。
僕
が
「
オ
ー
」
と
喜

ん
で
あ
げ
た
ら
、
ダ
ン
カ
ン
が
日
本
語
で

「
ズ
ル
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

僕
は
ダ
ン
カ
ン
の
日
本
語
力
の
す
ご
さ

に
お
ど
ろ
き
、
言
葉
の
通
じ
る
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ギ
ズ
ボ
ー
ン
へ
行
っ
た
こ
と
で
英
語
に

興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
英
語
の
勉
強
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

あいさつと笑顔の大切さを学ぶ

言葉の壁を超えた家庭の温かさ

中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業

　
　
　
　
　
　

帰
国
後
の
感
想
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す
ば
ら
し
き
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

一
般
参
加
　
川
畑
　
知
晴
・
晴
奈

　
始
め
に
訪
れ
た
ワ
イ
ト
モ
鐘
乳
洞
で
は
、

日
本
の
鍾
乳
洞
と
は
違
い
、
水
分
が
少
な
い

た
め
、
表
面
は
岩
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ツ
チ
ボ
タ
ル
が
多
く

生
息
し
て
い
ま
す
。
ロ
ト
ル
ア
で
宿
泊
し
た

ホ
テ
ル
で
は
、
間
欠
泉
が
近
く
に
あ
る
た

め
ホ
テ
ル
の
中
で
も
よ
く
硫
黄
の
匂
い
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
初
め
て
ハ
カ

（
マ
オ
リ
民
族
舞
踏
）
を
見
て
、
圧
倒
さ
れ

る
と
共
に
、
ハ
カ
の
迫
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。
現
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
、
マ
オ

リ
の
純
血
者
は
今
で
は
存
在
し
て
い
な
い

と
伺
い
、残
念
に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

ハ
カ
だ
け
は
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
、
若
者

が
積
極
的
に
身
に
つ
け
て
い
る
の
だ
と
伺

い
、
文
化
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
に
学
ば
さ

れ
ま
し
た
。

　
南
島
の
ク
ラ
イ
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
移
動
す

る
と
、
ま
ず
羊
や
牛
の
多
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
世
界
に
は
80
種

類
の
羊
が
生
息
す
る
中
、
そ
の

う
ち
30
種
類
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
生
息
し
て
い
る
そ
う
で

友
好
訪
問
団
の
行
程

■
８
月
14
日
㈯

　
結
団
式
。
関
西
国
際
空
港
か
ら
空

路
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

■
８
月
15
日
㈰

　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
着
。
ワ
イ
ト
モ
鍾

乳
洞
見
学
後
、
ロ
ト
ル
ア
で
マ
オ
リ

文
化
や
間
欠
泉
を
見
学

■
８
月
16
日
㈪

　
ギ
ズ
ボ
ー
ン
、
リ
ト
ン
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
講
堂
で
姉
妹
都
市
提
携
20
周

年
記
念
式
典
・
夕
食
会

■
８
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭

【
町
長
夫
妻
】
ギ
ズ
ボ
ー
ン
市
商
工

会
関
係
者
懇
談
、
市
内
小
学
校
・
デ

ザ
イ
ン
学
校
な
ど
視
察
、
マ
オ
リ
文

化
体
験
、
市
長
や
姉
妹
都
市
委
員
会

と
懇
談

【
中
学
生
】
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校

や
市
議
会
訪
問
（
市
長
講
義
）、
市

内
見
学
、
ギ
ズ
ボ
ー
ン
港
ミ
ニ
ク

ル
ー
ズ
、
農
場
と
マ
オ
リ
文
化
体
験

【
協
会
員
・
一
般
】
空
路
で
南
島
へ
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
高
峰
の
マ
ウ

ン
ト
ク
ッ
ク
や
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
市
内
の
大
聖
堂
な
ど
を
見
学

■
８
月
20
日
㈮

　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
の
博
物
館
な

ど
を
見
学
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
か

ら
空
路
で
日
本
へ

■
８
月
21
日
㈯

　
関
西
国
際
空
港
に
着
後
、
野
々
市

町
へ

　初めて訪れた南半球。ニュージーランド

からは日本より南極のほうが近いと聞いて

「なんと遠くまで来たのだろう」と感慨に

ふけりました。「笑顔の国」というキャッ

チフレーズに間違いはなく、いたる所で現

地の人に笑顔で話しかけられました。日本

の「もてなし」とはまた異った迎え方です

が、とても気持ちの良い国だと思いました。

　姉妹都市提携20周年の式典に訪れたギ

ズボーン市のリトンハイスクールの構内

にはいくつものツバキが咲いていました。

野々市から遠く離れた地でツバキの花を

見られたことに

感激し、思わず

シャッターを切

りました。

広報担当者の

ニュージー
ランド
取材記

す
。
バ
ス
で
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
に
向
か
う
途

中
、車
内
か
ら
川
が
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

サ
ザ
ン
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
の
氷
河
が
溶

け
流
れ
て
く
る
際
、
山
の
表
面
の
石
灰
岩
を

動
か
し
、こ
の
石
灰
岩
が
長
い
歳
月
を
か
け
、

細
か
い
パ
ウ
ダ
ー
と
な
っ
て
水
に
流
れ
込

む
こ
と
に
よ
り
、
日
が
出
た
際
青
い
色
だ

け
反
射
し
、バ
ス
ク
リ
ン
色
に
見
え
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
大
聖
堂
を
見
学
し
、
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
顔
が

マ
オ
リ
に
な
っ
て
お
り
、
マ
オ
リ
を
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
こ
と
で
、
文
化
の
違
い
は

も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
知
識
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。



健 康 と 福 祉 の 祭 典

�

岩
いわ

川
かわ

 他
た

美
み

さん　藤平田２丁目
　1937年 4月28日生まれの73歳。中学生のとき、
とてもきれいなフォームで泳ぐ選手を見て感動し、
水泳を始める。しばらくブランクがあり、孫が泳ぎ
始めたのをきっかけに再開。現在は、週４日プール
に通う。ねんりんピックには５回目の出場。全国の
選手仲間との再会も楽しみの一つ。「自分も家族も健
康だからこそ参加できる。そのありがたさを感じな
がら、頑張ります」

出場選手

水　泳
会場：
野々市町

水泳交流大会
10
10 ～

11

場所：スポーツランド　屋内温水プール

大会日程
【10日㈰】
9:00～ 9:30　開会式
9:45～ 15:30　競技

【11日（月・祝）】
9:30～ 15:00　競技
15:00～ 15:30　閉会式

　いよいよ、ねんりんピックが始まります！当日
は、競技のほかにもいろいろなイベントがあり、
どなたでも参加できます。ぜひ、会場にお越し下
さい！

オリンピックメダリストの
山中毅さん（輪島市出身）
が表彰式のゲストプレゼン
ターを行います。

※表彰式は随時開催

【やまなか　つよし】
メルボルン・ローマ・東京
オリンピックに出場。４個
の銀メダルを含め、出場し
た延べ７種目全てで入賞し
ている。

ゲスト
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高齢者を中心とした

（右）高
たか

谷
たに

 進
しん

二
じ

郎
ろう

さん　太平寺１丁目
　1949 年 9 月 29 日生まれの 61 歳。進学した
大学にハンドボール部がなかったため、サッカー
部に入部。以来、町サッカー協会の創立に尽力す
るなど精力的に競技を続けている。ねんりんピッ
クには初出場だが、長年のサッカー仲間たちと立
つピッチに不安はない。「グラウンドに立つと若
いころの熱い気持ちががよみがえります。試合も、
試合後の交流会も楽しみです」
※写真左は、同じくサッカーに出場する素谷富雄さん（粟田５丁目）

（左から）

徳
とく

田
だ

 千
ち

代
よ

子
こ

さん　御経塚３丁目

市
いち

本
もと

 仁
きん

子
こ

さん（監督）　稲荷２丁目

大
おお

川
かわ

 百
ゆ

合
り

子
こ

さん　押越２丁目
　「４年前、静岡県で開かれたねんりんピックで
は２位だったので、今年こそ優勝を狙います！何
年も前から、地元開催のねんりんピックを楽しみ
にしてきました。応援をお願いします」

町内から、17人の選手・監督・引率者が参加します！

サッカー
会場：

金沢・七尾市

ソフトバレー
会場：
白山市

町女性協議会のみなさん
　大会の運営をサポートしてくれるのは町民ボラ
ンティアのみなさん。町女性協議会は、会場でめっ
た汁と冬

とう

瓜
がん

のあんかけを１日 800 食ふるまいま
す。藤多典子会長は「全国から集まった選手・役
員の皆さんに楽しいひと時を過してもらうため、
笑顔と温かい気持ちでおもてなしします。もちろ
ん町民の皆さんもぜひ来てください。一生懸命が
んばる選手たちを一緒に応援しましょう！」と、
話してくれました。

大会ボランティア 歓迎アトラクション
【10日㈰】
11:20～ 11:40　日本泳法（清記流矢野派）披露
【11日（月・祝）】
12:00～ 12:20　和太鼓演奏（藍）披露

イベント
★ののいち軽トラック市　9:30～（10日のみ）
新鮮な野々市産農産物などの販売
★物販コーナー　9:30～ 15:00
特産品・記念グッズの販売
★健康づくり教室　10:00～ 15:00
　�健康づくり指導、健康チェック、健康相談、無
料マッサージ
★おもてなしコーナー　10:00～ 15:00
おもてなし料理、湯茶などの無料サービス
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金
へ

▽
町
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
様
か
ら

２
７
，
４
０
４
円

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
労
金
松
任
地
域
推
進
委
員
会
様
・
白
山

野
々
市
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
様
か

ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
２
万
円

　
ご
寄
付

８
月
16
日
～
９
月
15
日

■
８
月

23
～
25
日
　
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

26
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

27
日
　
議
員
総
会

30
日
　
全
員
協
議
会

■
９
月

１
日
　
意
見
書
等
調
整
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

３
日
　 

第
３
回
（
９
月
）
町
議
会
定
例
会

開
会

６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
活
動

町の人口市制について考えてみ
よう４

　町の将来人口について考えてみましょう。

　現在策定中の次期総合計画では、計画満了年度となる平成 33 年度の目標人口を 54,000 人

と設定して計画策定作業を進めています。

　石川県が発表している本町の推計人口は、51,378 人（８月１日現在）であり、全国的に人口が減少する中、

本町では緩やかながらも人口が増加し続け、今後も当面の間は同様の傾向を示すものと考えています。

　市制施行の実現を目指し、それを大きな機会として、政策および施策を積極的に展開することにより目

標人口を達成し、多くの人々に住み良いと感じていただくことができるまちづくりを進めていきます。

米寿のお祝いを申し上げます

10
日
　
定
例
会
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

14
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

15
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
市
制
特
別
委
員
会

　
町
で
は
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
88
歳
の
方
へ
記
念
品
や
敬
老
福
祉
金
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
町
内
で
96
人
が
米
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
２

人
の
代
表
者
を
町
長
が
訪
ね
、
花
束
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。

杉本　健造さん（堀内２丁目）
　「今年の暑さはだいぶこたえたものの、毎日のお
酒がおいしい」と語る杉本さん。子どもや孫たちが
訪ねてきてくれるのが、何よりの楽しみ。

田圃　静子さん（本町４丁目）
　「膝や腰が気になるけど、まだまだ健康」と話す田
圃さんはお肌がつやつや。長寿の秘けつは、塩分に
気をつけ、好き嫌いなく何でも食べることだそうです。

１
千
万
円
以
上
（
税
込
み
）

８
月
入
札
分

　
入
札
結
果

事　　　　業　　　　名 予定価格（円）落札価格（円） 落札者
公共下水道事業　汚水管布設工事
二日市第二処理分区　第 31工区 16,800,000 15,855,000 ㈲石原建設工業

公共下水道事業　汚水管布設工事
二日市第二処理分区　第 32工区 19,530,000 18,585,000 ㈱堀建設

公共下水道事業　汚水管布設工事
二日市第二処理分区　第 34工区 20,370,000 19,110,000 ㈲コウセイ

公共下水道事業　汚水管布設工事
二日市第二処理分区　第 35工区 20,265,000 19,005,000 津村土建㈱

公共下水道事業　汚水管布設工事
二日市第一処理分区　第 18工区 20,580,000 19,215,000 ㈱オクタカ工業

22-13　野々市町上水道（第５次拡張）事業
配水管布設工事　第１工区 19,110,000 17,829,000 ㈱吉田バーナー機工

22-20　野々市町上水道（第５次拡張）事業
配水管布設工事　第２工区 15,330,000 14,248,500 ㈱橋設備工業

　
台
湾
の
水
利
事
業
に
尽
力
し
た
八
田
與
一
技

師
を
描
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
パ
ッ
テ
ン
ラ
イ
!!
南
の

島
の
水
も
の
が
た
り
」
を
（
株
）
ナ
ナ
オ
か
ら

町
内
小
学
校
に
、（
株
）
北
國
銀
行
か
ら
町
内

中
学
校
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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南
あ
わ
じ
市

「
行
財
政
計
画
」（
集
中
プ
ラ
ン
）

　

兵
庫
県
最
南
端
の
市
で
、
平
成
17
年
に

美
原
町
、
緑
町
、
西
淡
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
人
口
約
５
万
４
千
人
で
、

面
積
、
人
口
と
も
淡
路
島
最
大
の
市
で
す
。

主
な
産
業
は
第
一
次
と
第
二
次
産
業
で
、

特
産
品
は
淡
路
タ
マ
ネ
ギ
、
淡
路
牛
乳
で
、

全
国
か
ら
の
注
文
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

市
で
は
、
第
二
次
行
政
改
革
計
画
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、
第
一
次
行
財
政
改
革

計
画
の
反
省
を
踏
ま
え
た
14
の
改
善
点
を

掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き

は
、
①
取
組
み
項
目
に
つ
い
て
の
数
値
化

と
明
確
化
を
市
民
に
公
表　

②
市
民
の
意

識
調
査
の
実
施
な
ど
に
よ
る
市
民
満
足
度

の
把
握　

③
指
定
管
理
者
制
度
に
係
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
総
合
評
価
を
今
年
度
か
ら

実
施
し
、
管
理
者
選
定
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る　

④
財
政
計
画
に
お
い
て
、
各
事

業
の
実
施
の
仕
分
け
事
業
を
取
り
入
れ
、

事
前
評
価
方
式
に
て
新
規
お
よ
び
施
行
中

の
事
業
予
算
の
査
定
を
行
う　

⑤
下
水
道

接
続
率
が
50
％
未
満
に
よ
り
無
駄
な
設
備

投
資
に
終
ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
る　

⑥

合
併
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
な
ど
に
つ
い

て
の
６
項
目
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

野
々
市
市
へ
の
重
要
課
題
項
目
と
と
ら
え
、

こ
れ
か
ら
の
町
政
に
大
い
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
考
え
ま
す
。

 

南
国
市
（
な
ん
こ
く
し
）

「
定
住
自
立
圏
構
想
」

　

高
知
県
の
中
東
部
で
、
高
知
市
の
東
に

隣
接
し
、
中
心
地
は
後
免
（
ご
め
ん
）
町

と
い
う
所
で
す
。
人
口
は
約
５
万
人
弱
で

県
内
第
２
位
の
都
市
で
す
。
高
知
竜
馬
空

港
が
有
名
で
、
土
佐
電
鉄
、
昔
な
が
ら
の

風
情
を
残
す
路
面
式
鉄
道
の
土
佐
く
ろ
し

お
鉄
道
が
走
っ
て
い
る
街
で
す
。

　

こ
の
市
で
は
、
定
住
促
進
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
構
想
計
画
を
実
施
し
て
、
少
子

高
齢
化
対
策
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
視
察
先
に
選
び
ま
し
た
。

　
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
は
、
今
後
の
定

住
の
受
け
皿
と
し
て
圏
域
で
取
組
む
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
性
化
策
の
こ
と
で
す
が
、

道
州
制
の
小
型
版
を
想
定
し
た
施
策
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
の
実
現
に

は
、
中
心
市
と
そ
の
接
す
る
い
く
つ
か
の

市
町
と
相
互
協
定
を
結
ん
だ
り
、
議
会
承

認
に
よ
る
条
例
を
作
成
し
た
り
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
過
程
で
の
議
会
の
対

応
や
高
知
市
な
ど
の
ほ
か
の
市
町
の
温
度

差
な
ど
を
聞
き
、
当
町
が
こ
れ
か
ら
市
制

を
目
指
す
方
向
性
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

最
大
の
疑
問
点
で
あ
る
各
種
の
協
定
締

結
の
必
要
性
と
利
点
に
つ
い
て
は
、
中
心

市
を
拠
点
と
し
、
交
通
の
相
互
利
用
と
市

民
の
利
便
性
の
向
上
、
各
市
の
持
つ
良
し

悪
し
を
互
助
に
よ
り
解
決
で
き
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
国
が
捻
出
し

協
定
市
に
配
分
す
る
こ
と
。
こ
の
２
点
が

主
な
採
用
要
件
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
構
想
の
一
部
に
、
食

育
と
空
港
で
な
ん
こ
く
維
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
名
付
け
、
若
者
の
農
業
参
加
へ
の
活

発
な
展
開
に
力
を
注
ぎ
込
ん
で
い
ま
し
た
。

 
高
松
市

「
情
報
化
推
進
計
画
、
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
」

　

香
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
市
で
、

人
口
は
42
万
人
を
擁
し
、
香
川
県
の
約
半

分
が
こ
の
市
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
化
推
進
計
画
の
ひ
と
つ
「
シ
ス
テ

ム
最
適
化
計
画
」
と
い
う
経
常
経
費
を
い

か
に
最
適
化
し
て
い
く
か
と
い
う
、
ど
こ

の
自
治
体
で
も
抱
え
る
問
題
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
市

で
は
、
そ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
係
る
膨
大

な
費
用
に
対
す
る
適
切
な
効
果
（
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
）
を
最
適
化
す
る
た
め
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画
→
実
行
→
評
価

→
計
画
見
直
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
の
実
行
手
法
に
つ

い
て
、
本
町
に
役
立
た
せ
る
か
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

機
械
シ
ス
テ
ム
的
に
は
、
ま
だ
ま
だ
未

完
成
部
分
が
多
く
、
完
璧
で
は
な
い
と
い

え
ど
も
、
稼
働
中
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

を
体
験
で
き
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　

以
上
、
今
回
の
視
察
調
査
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告委

員
長　

平
野　

政
昭

８
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
の
南
あ
わ
じ
市
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」、
高

知
県
の
南
国
市
「
定
住
自
立
圏
構
想
」、
香
川
県
の
高
松
市
「
情
報
化
推
進
計
画
」
に
つ

い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
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5 年に１度の大イベント『国勢調査』
みんなの調査票一枚一枚に
野々市の大切な未来がつまっています。
調査票の記入、提出はお早めに !!

　

留
守
の
場
合
は
、「
連
絡
メ
モ
」に
よ
り
、

都
合
の
よ
い
日
時
や
連
絡
方
法
を
聞
き
ま

す
の
で
、
調
査
員
や
国
勢
調
査
実
施
本
部

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
調

査
し
ま
す

　

国
勢
調
査
は
、
住
民
票
な
ど
の
届
出
に

関
係
な
く
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で

調
査
し
ま
す
。

　

10
月
1
日
現
在
、
野
々
市
町
に
3
カ
月

以
上
住
ん
で
い
る
、
ま
た
は
住
み
始
め
て

か
ら
3
カ
月
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
3
カ

月
以
上
に
わ
た
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ
て

い
る
人
は
、
野
々
市
町
で
調
査
し
ま
す
。

前
回
の
国
勢
調
査
と
の
違
い

①
調
査
票
は
「
調
査
書
類
収
納
封
筒
」
に

入
れ
て
封
を
し
て
提
出
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
世
帯
が
調
査
票
を
調
査
書
類

収
納
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
た
状
態
で
、

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
員

が
調
査
票
の
記
入
内
容
を
見
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

②
調
査
票
は
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　

調
査
票
を
調
査
員
に
提
出
す
る
方
法
の

ほ
か
に
、
郵
送
で
も
提
出
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
郵
送
で
提
出
す

る
場
合
で
も
、
必
ず
10
月
7
日
㈭
ま
で
に

郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

切
手
は
い
り
ま
せ
ん
。

調
査
結
果
の
公
表

　

来
年
２
月
に
は
、
国
か
ら
人
口
の
速
報

が
公
表
さ
れ
、
10
月
に
は
確
定
し
た
数
字

が
分
か
り
ま
す
。
町
か
ら
も
、
広
報
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
調

査
結
果
は
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.stat.go.jp/

問
い
合
わ
せ

国
勢
調
査
野
々
市
町
実
施
本
部

　

☎
２
２
７-

６
０
４
０

（
電
話
設
置
期
間　

10
月
31
日
㈰
ま
で　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で　

土
日
祝

日
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。）

　

調
査
の
意
義
・
内
容
・
調
査
票
の
記
入

方
法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０―

０
１―

２
０
１
０
（
一
般
の
固

定
・
携
帯
）

０
３―

６
７
３
８―

６
６
７
７（
Ｉ
Ｐ
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

（
電
話
設
置
期
間　

10
月
31
日
㈰
ま
で　

午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で　

土
日
祝

日
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。）

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

　

9
月
23
日
㈭
か
ら
調
査
員
が
全
世
帯
に

　
「
調
査
票
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に

・「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」

・「
調
査
書
類
収
納
封
筒
」

・「
郵
送
提
出
用
封
筒
」

も
一
緒
に
配
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
ら
、

黒
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で

10
月
1
日
㈮
現
在　

 

の

皆
さ
ん
の
状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
の
終
わ
っ
た
調
査
票
は
、

10
月
7
日
㈭
ま
で　

 

に

調
査
員
が
受
け
取
り
に
行
き
ま
す
の
で
調

査
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。



1�

地域の底力
～高齢者の安心を

　　　　みんなで守ろう～
…⑮

  
百
働
会
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　
10
～
15
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
し

て
い
ま
す
（
テ
レ
ビ
体
操
、
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
）。
そ
し
て
、
体
操
終
了
後
に
は
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
み
ん
な
で
談
笑
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
第
４
木
曜
日
に
は
食
事
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

　
参
加
者
が
楽
し
そ
う
に
イ
キ
イ
キ
と
し

て
い
る
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
い
る
と
自
分

も
元
気
が
湧
い
て
く
る
。

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
み
ま
し
ょ

う
!!
サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
人
と
出
会
え
る

良
い
機
会
で
す
よ
。

活
動
場
所
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

活
動
日
時
　
毎
月
第
２
、
第
４
木
曜
日
　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

対
象
者
　
百
働
会
に
加
入
し
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ
先

義
本
（
世
話
役
）
２
４
６
︱
０
１
６
４

  

若
葉
会
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　
15
～
20
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　
ゴ
ム
体
操
と
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節

の
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
椿
荘
の
広
間
で

行
っ
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
ま

す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

　
体
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
り
、
長
く
健

康
で
い
ら
れ
る
。
楽
し
い
し
、
友
達
が

多
く
な
っ
た
。

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
時
間
が

あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

活
動
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
椿
荘

活
動
日
時
　 

毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時

30
分
か
ら
11
時

対
象
者
　 

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
町
民

問
い
合
わ
せ
先
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

椿
荘
　
２
４
６
︱
５
５
７
０

　
地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
「
地
域
サ
ロ

ン
」
で
す
。
そ
ん
な
町
内
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
６
月
号
よ
り
隔
月
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
第
３
弾
と
し
て
「
百
働
会
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン
」「
若
葉
会
お
た
っ
し
ゃ

サ
ロ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
！

問い合わせ　地域包括支援センター（役場１階）
☎ 227 － 6067

地
域
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
み
よ
う
③
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カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

時間を忘れて巻き巻きに夢中
３世代料理教室～飾り巻き寿しにチャレンジ～

　８月 20 日㈮、保健センターにて加賀野菜を使った 3 世代
調理教室が開催され、12 組 31 人が参加しました。食生活改
善推進員が講師となり、金時草を使った飾り巻き寿し、酢の物、
ブルーベリー寒天、そのほかにキャベツとアンチョビーの巻
き寿し、イカ飯の計５品を約２時間で調理しました。
　「巻きす」の上に具材をのせ、くるくると巻く場面では、ご
飯の量が多くてうまくできない子もいました。形はいろいろ
ありましたが、あちこちで「おいしい」という声が聞こえ、
笑顔いっぱいの食事になりました。

完成！広くて明るい新校舎
野々市小学校見学会

　昨年からの工事も終わり、８月 22 日㈰には町民を対象と
した新野々市小学校の見学会が開催され、約 1,000 人が訪れ
ました。校舎の特徴は、交流スペースを多く設けたり、オー
プン型の教室にしたりするなど子どもたちが学びやすい環境
になっている所。訪れた人たちは、「学校じゃないみたい」「広
くてきれい！」と驚きや感激の声をあげていました。また、
中庭にある過去の写真を見て懐かしむ人の姿もありました。
　プール棟についても、来年１月には、新しく完成する予定
です。

御経塚遺跡で国際交流
第23回ジャパンテント

　８月 19 日㈭から 25 日㈬にかけて「第 23 回 JAPAN 
TENT −世界留学生交流・いしかわ 2010 −」が開かれました。
これは、世界各国から日本に留学している学生を県内に招き、
県民との国際交流を図るものです。
　町にも、10 カ国 17 人の留学生が３泊４日の日程でホーム
ステイをしました。23 日㈪には御経塚遺跡を訪れ、勾玉づく
りを体験しました。留学生たちは、町内のボランティア団体

「御経塚縄文の会」の会員に手ほどきを受け、出来上がった勾
玉の首飾りを手にして思わず微笑んでいました。
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加賀藩の与力は「イクメン」※

放送大学石川学習センター公開講演会

　町では、町内にある放送大学との連携事業を実施していま
す。ののいち町民大学では、同大学石川学習センターととも
に江森一郎金沢学院大学教授を招いて、「加賀藩与力の生活と
文化」と題した講演会を８月 28 日㈯に開催しました。
　加賀藩の与力は百石から二百石の下級武士で、生活は苦し
いけれど、勤務には余裕があり、育児や教育、家事などにも
積極的に関わっていたそうです。
　「武士の家計簿」の映画上映を年内に控え、約 40 人の参加
者は熱心に聴き入っていました。

わたしが考えた地球に優しいこと
エコ博士認定～夏休みエコ作品コンクール～

　今年も、夏休みに自然環境やごみリサイクルなどの研究や工
作に取り組んだ児童たち90 人が、エコ博士に認定されました。
作品のなかには、割り箸とアイスの棒を使ったお手製の楽器
や、古着を利用したエコバッグなどがありました。
　認定された児童の作品は、９月13 日㈪から17 日㈮まで、小
学校ごとに町内５つの金融機関で展示をしました。訪れた人た
ちは、かわいらしい作品に目を細めながらも、環境保全の大切
さを改めて考えているようでした。

土星・火星・金星・木星みんな見えたどー
夏の星空観望会

　８月 19 日㈭の夜、役場横のあらみや公園で星空観望会が
開かれ、約 400 人の子どもや大人が望遠鏡で夏の星空を楽し
みました。この日は好天に恵まれ、太陽系の４つの惑星や月
のクレーターも観望でき、参加者は大喜びでした。役場横ブ
リッジに画像を映し出しながらの星座の話もあり、宇宙への
思いが大きく膨らみました。
　この会の運営に協力した金沢工業大学天文部の質問コー
ナーでは、子どもたちから「ホワイトホールは本当にあるの
ですか？」など、矢継ぎ早に質問が飛び出していました。

役場から秋風に乗って響き渡る
親子音楽会「秋色・愛色・吹奏楽」

　９月４日㈯、役場中庭を野外ステージにして吹奏楽の演奏会
が開かれました。残暑はまだ厳しいけれど、日が落ちてからは
そよそよと秋風の気配が。そんななか、石川フィルハーモニッ
クウィンズが、テレビや映画・アニメの主題歌など、子どもた
ちもよく知っている曲を奏でました。
　曲の合間には、子どもたちが楽器を演奏してみるコーナー
も。サックスなどを吹き、「音が出た」と喜ぶ姿も見られました。
　訪れた人たちは、思い思いの場所に腰かけ、リラックスした
雰囲気で演奏を楽しみました。

←身の回りにある物を使った、楽しい作品が並びました！

※イクメン…積極的に子育てに参加する父親を表す現代語
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

ようこそ !米林監督
粟田保育園

かがやくひとみ

広告欄

映画「借りぐらしのアリエッティ」の米林監督

が、粟田保育園に来てくれました。野々市町

出身、そして粟田保育園の卒園児ということで、「ど

んな人なのかな？」と子どもたちは興味津々でした。

　当日はホールに、５歳児が描いたトトロやポニョ、

アリエッティの絵を飾り、みんなで「米林監督 !!」

と呼ぶと、笑顔で監督が入って来てくれました。女

の子たちがアリエッティのように、髪

の毛に洗濯ばさみをしてい

ると、すぐに気づいて

「かわいいね」と

声をかけてくれ

た、優しい監

督でした。

監督が粟田

保育園の

思い出や子どもた

ちが描いた絵の話をす

ると、子どもたちは目を輝か

表彰業者　拓土建設株式会社
　　　　　（清金１丁目）
工 事 名　町北西部土地区画整理事業
　　　　　野々市駅通り線街路築造工
　　　　　事第７工区
工事場所　字二日市町地内

　町内の建設業者の施工技術の向上や
育成を図るため、今年２月に町が制定
した表彰要領に基づき、初めて表彰し
ました。

平成22年度 町優良建設工事表彰

の毛に洗濯ばさみをしてい

ると、すぐに気づいて

「かわいいね」と

思い出や子どもた

ちが描いた絵の話をす

ると、子どもたちは目を輝か

せていました。また、監督が目の前で、いろいろな

表情のアリエッティを描くのを見て「すごい！」「上

手やね」という声が聞かれ、なかには「米林監督み

たいになりたい」という子もいました。

笑顔で接してく

れる米林監督

と触れ合ったひ

と時は、子ど

もたちに夢や

希望を与えてく

れたように思い

ます。そして、監

督に描いてもらった絵

は、保育園の宝物です。



17

ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

阿部　天海さん
御園小学校２年

学校の先生になりたい

下出　正博くん
富陽小学校１年

大工になりたい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：10 月 27 日から 11 月９日までは「読書週間」。図書館で、素敵な本との出会いがあるといいですね。

と　き　10 月
がつ

９日
か

㈯、23 日
にち

㈯

　　　　11：00 から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

本
ほん

にだって心
こころ

がある。
大
たい

切
せつ

に読
よ

んでもらえばうれしいし、ビ
リビリやぶられたらいたいんだ。
本
ほん

の子
こ

どもの“ほんちゃん”とお友
とも

だちになりませんか？

● 今月の展示図書

テーマ　『社長』

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします

『ほんちゃん』
スギヤマ　カナヨ／さく　　偕成社

● 大人向け

「もう年だから登山は無理」
それはもったいない。アドバイスを素
直に聞き、自分の身の丈に合った方法
を見つければ、70 歳からでも登山は始
められるんです。
長く楽に登山を続けられるコツを伝授。

『いつでも山を  田部井淳子の実践エイジング登山』
田部井 淳子／著　　小学館

0,1,2 歳児のための
おはなし会

10 月 21 日㈭
午前 11 時から

申込不要

“安全・安心な通学路を目指す”子どもを守ろうプロジェクト

　
県
交
通
安
全
施
設
業
協
会
は
、

安
全
な
通
学
路
づ
く
り
に
取
り
組

む
「
子
ど
も
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
、

第
一
弾
と
し
て
、
９
月
６
日
㈪
に

御
園
小
学
校
周
辺
で
、
子
ど
も
た

ち
が
歩
く
道
を
目
立
た
せ
る
緑
と

白
の
ラ
イ
ン
を
ひ
き
ま
し
た
。

　
御
園
小
５
、６
年
生
約
40
人
も

一
緒
に
参
加
し
、「
み
ぎ
み
て
　

ひ
だ
り
み
て
」
と
書
か
れ
た
２
枚

の
安
全
表
示
シ
ー
ト
を
ゴ
ム
製
の

金
づ
ち
で
た
た
い
て
設
置
し
、
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
同
会
は
今
後
こ
の
活
動
を
県
内

全
域
に
広
げ
て
い
く
予
定
だ
そ
う

で
す
。
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Culture

リレー方式で町民の方々を紹介しています

子どもたちへ
たくさん友達を作ってね！

釣見　美奈さん／新庄５丁目
【左から】麦さん、絢ちゃん、楽太くん

野々市町で暮らしてどうですか？
結婚してから金沢に住んでましたが、４年前子ど
もが生まれた時に野々市町に住むことにしました。
スーパーとか薬局とか近くにあるし、生活しやすい
です。
広報についてのご意見は？
一番見るのは、子育てのページかな～。支援センター
のイベントにけっこう参加したりします。後は、赤
ちゃんの名前（うぶごえ）のページをみます。全般
的に、子育てに関する記事に興味がありますね。
自分の性格を一言であらわすと？
ん～深く考えたことないから難しいですね～。
ほんわかしてるってよく人に言われます。
趣味はなんですか？
今は、料理に興味があります。インターネットでレ
シピを調べて新しい料理にチャレンジしてます。お
いしいって言って食べてくれるので、うれしいし作
りがいがあります。
目標やチャレンジしてみたいことは？
今は子育てで忙しいけど、将来的には食事の栄養バ
ランスとか知識をつけて食生活改善推進委員の活動
をしてみたいなあって思っています。

“いきいき”
　　ののいち人

53

 

一
般
の
部

◇
町
長
賞

卜
部
良
子
（
洋
画
）「
初
夏
の
石
崎
」

◇
町
議
会
議
長
賞

大
西
敏
明
（
日
本
画
）

◇
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

木
戸
加
奈
子
（
写
真
）

◇
町
文
化
協
会
会
長
賞

岩
敦
子
（
書
）

◇
町
美
術
文
化
協
会
長
賞

森
左
馬
尉
（
工
芸
）

◇
北
國
新
聞
社
長
賞

下
川
聰
美
（
書
）

◇
野
々
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

寺
川
惠
美
子
（
写
真
）

◇
野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

石
田
健
二
（
日
本
画
）

◇
北
國
新
聞
社
奨
励
賞

大
沢
弘
司
（
洋
画
）、瀬
戸
龍
昂
（
書
）、

櫻
多
都
子
（
書
）

◇
佳
作

小
瀬
正
治
（
日
本
画
）、丸
村
金
次
（
書
）

◇
町
美
術
文
化
協
会
員
奨
励
賞

上
口
正
男
（
日
本
画
）、新
富
士
子
（
洋

画
）、
魚
住
紀
扇
（
書
）、
得
田
一
（
写

真
）、
田
嶋
秀
之
（
工
芸
）

 

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

◇
金
賞

新
町
洸
貴
、
山
口
有
芽
子
、
餅
木
健
人
、

上
野
紗
莉
菜

◇
銀
賞

餅
木
寛
人
、
加
藤
彩
花
、
木
戸
つ
か
さ
、

原
田
こ
う
す
け
、
小
林
梨
花
子

◇
銅
賞

鏑
木
綾
乃
、
村
伽
詩
子
、
村
田
円
香
、

中
山
楓
、
赤
祖
父
加
奈
、
廣
畑
渚

美
の
競
演
　

第
29
回
町
美
術
展

　
８
月
27
日
㈮
か
ら
９
月
５
日
㈰
ま
で
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
町
美
術

展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
町
の
芸
術
家
た
ち
が
丹
精
込
め
て
作
り

上
げ
た
１
１
１
点
が
並
び
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

重要無形文化財保
持者（人間国宝）
の中野孝一さんの
作品も並びました。
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髙
尾
　
栞か

ん

凪な

和
孝

瑞
恵
）
太
平
寺
１

山
岸
　
信の

ぶ

登と

敬
広

昌
代
）
本
町
３

乾
　
　
結ゆ

愛あ

卓
弥

ひ
と
み
）
御
経
塚
５

宮
川
　
結ゆ

衣い

和
幸

祐
子
）
稲
荷
１

林
　
　
丈た

け

琉る

丈
男

美
智
枝
）
稲
荷
１

関
川
　
　
葵

あ
お
い

義
彦

祐
季
）
三
　
納

小
岩
　
千ち

里さ
と

正
敏

亜
紀
）
押
野
１

小
樋
　
乙お

と

寧ね

大
基

悠
子
）
三
日
市
町

金
本
　
翔

し
ょ
う

太た

孝
博

奈
美
）
太
平
寺
１

西
田
　
琳り

音お
と

拓
郎

友
美
）
御
経
塚
１

木
下
瑚こ

こ々

奈な

奨
太

麻
文
）
徳
用
町

金
屋
　
颯は

流る

伸
一
郎

利
枝
）
堀
内
３

樋
谷
　
昂こ

う

紀き

輝
明

珠
衣
）
新
庄
３

田
村
　
藍あ

い

都と

幸
大

ひ
ろ
乃
）
堀
内
５

西
本
　
莉り

菜な

啓
一

由
香
梨
）
新
庄
５

大
倉
　
桃も

も

夏か

唯
香
）
菅
原
町

蓮
村
日ひ

茉ま

理り

幸
寛

摩
耶
）
下
林
４

鹿
野
　
　
翼

つ
ば
さ

和
彦

梨
絵
）
新
庄
４

竹
野
　
将

し
ょ
う

太た

士
郎

美
穂
）
押
野
４

髙
田
　
泰た

い

世せ
い

克
人

美
佳
）
新
庄
５

中
田
　
実み

咲さ
き

賢
一恵
）
新
庄
４

村
山
　
し
ほ

陽
一

咲
乃
）
菅
原
町

村
　
　
姫ひ

め

花か

崇
靖

扶
希
子
）
本
町
１

岡
　
　
日ひ

葵ま
り

幸
志

実
樹
）
住
吉
町

う
ぶ
ご
え

子
の
名

親
の
名

住
　
所

氏
　
名

前
住
所

住
　
所

た
か
さ
ご

石
田
　
和
正
　
下
林
３

戸
井
　
美
紀
　
下
林
３
）
藤
平
田
１

野
﨑
　
政
信
　
白
山
市

川
田
し
の
ぶ
　
羽
咋
市
）
上
林
４

松
嶋
　
俊
樹
　
本
町
１

髙
野
亜
希
子
　
神
奈
川
県
）
菅
原
町

又
多
　
亮
司
　
二
日
市
町

野
村
　
育
世
　
二
日
市
町
）
二
日
市
町

下
田
　
昌
佳
　
清
金
１

三
谷
　
香
織
　
志
賀
町
）
横
宮
町

髙
出
　
政
樹
　
奈
良
県

後
藤
　
有
紀
　
奈
良
県
）
二
日
市
１

多
田
　
　
傑
　
か
ほ
く
市

中
村
　
曜
子
　
太
平
寺
４
）
太
平
寺
１

西
川
　
岩
男
　
押
野
４

松
岡
　
里
美
　
能
美
市
）
菅
原
町

木
村
晋
一
郎
　
金
沢
市

山
内
　
由
紀
　
白
山
市
）
新
庄
２

橋
爪
　
貴
也
　
白
山
市

墓
谷
内
美
貴
　
金
沢
市
）
徳
用
町

川
邊
　
起
生
　
金
沢
市

山
﨑
　
梨
加
　
白
山
市
）
押
野
３

南
戸
　
正
也
　
粟
田
６

稲
葉
　
礼
香
　
粟
田
６
）
粟
田
６

戸
波
ト
シ
子	

押
野
５	

82
歳

備
後
　
正
博	

新
庄
５	

65
歳

亥
野
　
ト
キ	

中
林
４	

94
歳

湖
山
　
武
広	

若
松
町	

64
歳

上
田
ト
シ
子	

下
林
４	

90
歳

北
村
　
俊
雄	

野
代
２	

85
歳

今
川
　
弘
子	

藤
平
田
２	

74
歳

本
谷
万
五
郎	

清
金
３	

74
歳

谷
　
　
文
子	

新
庄
３	

88
歳

宮
岸
　
芳
子	

蓮
花
寺
町	

85
歳

松
原
　
和
夫	

粟
田
１	

81
歳

吉
村
　
　
實	

扇
が
丘	

81
歳

野
村
喜
美
子	

野
代
３	

66
歳

深
田
　
一
治	

本
町
５	

92
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

宮
　
　
琥こ

那な

正
行

良
子
）
徳
用
町

大
﨑
　
皓こ

う

介す
け

博
史

由
美
子
）
堀
内
５

山
田
　
勇い

さ

武む

智
仁

春
香
）
本
町
４

大
谷
　
　
稜

り
ょ
う

祐
介

美
江
）
押
野
５

山
口
　
翔

し
ょ
う

大た

康
裕

真
由
美
）
新
庄
２

清
水
　
勇た

け

翔る

浩
介

あ
ゆ
み
）
堀
内
２

宮
本
　
奏そ

空ら

大
輔

麻
優
）
三
　
納

坂
　
　
朋と

も

也や

秀
明

経
子
）
野
代
３

榮
代
　
桃も

も

菜な

敬
史

香
菜
子
）
野
代
２

木
野
　
智と

も

章あ
き

芳
宣

野
枝
子
）
本
町
３

玉
津
　
利り

萊ら

雄
一

晃
子
）
矢
作
１

髙
橋
　
　
伶れ

い

主
麻
弥
）
下
林
３

南
　
　
空く

う

翔と

賢
秀

智
美
）
押
野
７

延
命
　
結ゆ

い

斗と

宏
明

真
理
子
）
新
庄
４

酒
尾
　
諒

り
ょ
う

太た

淳
平

友
里
子
）
新
庄
６

角
　
　
咲さ

く

来ら

信
幸

恵
子
）
野
代
３

吉
本
　
琳り

ん

太た

啓
太

由
香
）
住
吉
町

狹
間
　
春は

る

樹き

直
樹

有
希
代
）
高
橋
町

田
中
　
璃り

斗と

裕
一

ま
り
な
）
藤
平
田
１

西
村
虎こ

汰た

朗ろ
う

康
平

早
苗
）
末
松
１

内
田
　
琉る

心み

朋
彦

範
恵
）
徳
用
町

冨
永
　
　
蒼そ

う

健
飛
鳥
）
白
山
町

杉
浦
　
来ら

い

希き

朗
人

珠
美
）
矢
作
４

畑
　
姫ひ

菜な

乃の

慎
一愛
）
若
松
町

道
下
　
拓た

く

海み

幸
雄

由
香
里
）
本
町
６

稲
場
　
恒こ

う

亮す
け

巨
樹

と
も
み
）
太
平
寺
３

西
元
　
陽は

る

人と

貴
宏

友
美
）
粟
田
６

砂
川
　
健
治
　
能
美
市

大
滝
　
真
紀
　
藤
平
田
１
）
藤
平
田
１

川
端
　
圭
一
　
金
沢
市

前
田
由
香
里
　
福
井
県
）
本
町
３

岡
野
　
幸
司
　
小
松
市

長
田
　
　
恵
　
加
賀
市
）
本
町
４

竹
澤
　
昌
能
　
蓮
花
寺
町

岡
田
　
明
子
　
穴
水
町
）
蓮
花
寺
町

中
本
　
篤
志
　
押
野
５

宮
下
　
裕
美
　
白
山
市
）
押
野
５

齋
田
　
和
樹
　
本
町
４

石
丸
　
直
美
　
金
沢
市
）
本
町
４

畑
中
　
千
敏
　
押
越
２

仲
田
　
恵
子
　
小
松
市
）
本
町
５

山
瀬
　
譲
二
　
三
　
納

越
間
　
咲
希
　
三
　
納
）
三
　
納

吉
岡
　
　
烈
　
若
松
町

東
　
真
由
子
　
本
町
６
）
二
日
市
町

森
下
健
太
郎
　
押
野
５

白
濱
　
千
晶
　
内
灘
町
）
新
庄
３

山
口
　
敦
司
　
白
山
町

高
木
　
美
里
　
宝
達
志
水
町
）
白
山
町

山
本
　
　
雅
　
末
松
２

久
世
　
葉
子
　
京
都
府
）
末
松
２

玉
谷
　
卓
徳
　
粟
田
１

舟
見
え
り
か
　
金
沢
市
）
粟
田
１

戸籍の窓
H22.8.16 〜 H22.9.15 受付分

■８月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 46,559 人	（＋		11）

　　男	 23,529 人	（−		 9）

　　女	 23,030 人	（＋		20）

　世帯数	 19,715 世帯	（＋ 11）

■８月中の人の動き
　転　入	 201 人

　転　出	 212 人

　出　生	 49 人

　死　亡	 27 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

個人情報保護のため本人・ご家族の希望
があったものを掲載しています
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　を使用しています。

野々市町　　（毎月１回発行）
〒921-8510 石川県石川郡野々市町字三納18街区１番
TEL（076）227－6000 （代表）

広報情報課　　　 TEL（076）227－6056 （直通）
ホームページアドレス　http://www.town.nonoichi.lg.jp/
Ｅメールアドレス　　　 info@town.nonoichi.lg.jp

発 行 編 集

ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30

ケーブルテレビ9ch マイタウンののいち
月～金／ 6:30～　7:00

11:20～12:00
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

ラジオ広報テレビ広報

広 報

NONOICHI

2010
平成22年10
No.667

夏の星空観望会
（８月19日　あらみや公園）

■ 防災訓練 ………………………… ２
■ ギズボーン市姉妹都市提携20周年… 4
■ ねんりんピック2010 ………… 8

主な内容

　
３
世
代
料
理
教
室
を
取
材

し
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た

巻
き
寿
司
の
切
り
口
が
花
の

模
様
に
な
っ
て
い
て
、
見
た

目
が
鮮
や
か
で
、
味
も
大
変

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
食
べ
る
の
は
あ
っ
と
い
う

間
だ
け
ど
、
作
る
の
は
時
間

と
手
間
が
か
か
る
と
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
い
つ
も
食

べ
る
だ
け
な
の
で
、
久
し
ぶ

り
に
料
理
を
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
簡

単
な
料
理
か
ら
で
す
が
。

	

（
中
山
）

　
姉
妹
都
市
ギ
ズ
ボ
ー
ン
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
空
が
広
く

て
、
土
地
が
広
く
て
、
人
の

心
も
広
く
て
、
と
て
も
美
し

い
国
で
し
た
。

　
同
行
し
た
中
学
生
の
一
人

が
帰
国
前
日
に
「
世
界
を
飛

び
回
る
仕
事
が
し
た
い
」
と

夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
女
の
前
に
広
が
る
未
来
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
何
よ

り
も
広
く
見
え
ま
し
た
。
私

も
、
も
う
少
し
英
語
を
勉
強

せ
ね
ば
…
。	

（
瀧
澤
）

編
集
後
記

　郷土資料館の奥に 4本のトガの木がそびえ

立っています。

　以前は、稲坂家があり医院を開業していま

した。このトガの木は、子どもの誕生を祝っ

た記念樹として伝わっており、昭和前期に植

えられたものと思われます。

　４本のトガは地上 1.3m の周囲約 1.7 ～

2.4m（径約 55 ～ 80㎝）、高さ 22 ～ 24m

もあります。

　トガはツガの別名で、建材として用いられ

るほか、樹皮からタンニンを取り、漁網を染

めたりすることに使われました。

郷土資料館の栂
とが

（野々市町本町 3 丁目）

町の巨木・古木シリーズ 28




